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　Linuxはハードウェアを意識せずにユーザ・アプリ
をプログラミングできるようになっています．カーネ
ル内部の動作が隠ぺいされていてどう動いているかが
非常にわかりにくくなっています．
　本連載では数回に渡りわかりにくいLinuxカーネル
の動きを実験で可視化しながら動作を解説していきま
す．第1回は割り込みとスタックです．
　組み込み向けの小さなフットプリントのリアルタイ
ムOSでは，割り込み応答速度が性能の目安として語
られることが多くあります．しかし，残念ながら現在
のLinuxでは割り込み応答速度性能が良いとは言えま
せん．今回は，このLinuxの割り込みを，波形や
print命令を使って可視化していきます．

実験の準備

● ハードウェア
　実験に使用するボードは，SH4AマイコンSH7724

（ルネサス エレクトロニクス）を搭載した写真1に示

すCPUボードCAT724です．仕様を表1に，回路ブ
ロックを図1に示します．
● ソフトウェア
　Linuxカーネルのバージョンは3.0.4です．本連載で
は，SH4Aを題材としていますがx86やARMといっ
た他のアーキテクチャでもほぼ同様です．
▶プログラムのダウンロード先
　本文で紹介する全プログラム・リストやビルド方
法，ロード方法などは筆者のサイトhttp://www.
si-linux.co.jp/に掲載します．

実験内容

● 16ビットPWMモードで割り込み応答実験を
行いオシロスコープで観察

　SH7724のハードウェア仕様書を眺めていたところ
TPU（タイマ・パルス・ユニット）が割り込み応答の
実験に最適でした．TPUは16ビットのタイマでさま
ざまな使い方ができますが，本実験ではPWMモード
で実験を行います．
　TPOUT端子（ベースボードEB724のCN7の31番ピ
ン）をオシロスコープで観察すれば割り込み遅延時間を
可視化して観察することができそうです．

● 割り込み処理の動き
　実験専用のデバイス・ドライバを用意しTPUのレジ
スタにアクセスします．図2にTPUの動きを示します．

写真1　実験にはSH4プロセッサを搭載するCAT724にベース
ボードEB724Aを組み合わせて使う
CAT724，EB724Aともシリコンリナックス製

ベースボードEB724Aには拡張コネクタが搭載されている

CPUボード
CAT724

ターゲット：
SH4プロセッサ
SH7724

項　目 仕　様

CPU SH7724（SH4A，ルネサス エレクトロ
ニクス）500MHz

RAM 256MバイトDDR2 RAM
ROM NOR フラッシュ・メモリ 32Mバイト
ストレージ マイクロSDソケット，SDソケット（各1）

インターフェース
USB 2.0×2，イーサネット，DVI，ステ
レオ音声出力，バッテリ・バックアップ
SRAM，時計IC，I2C，GPIO

表1　実験に使うボードCAT724の仕様
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